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内容・特徴

N2/Arガス流量比を変化させてプラズマ窒化した冷間圧延鋼板の金属組
織への影響について検討しました。流量比の制御により表層の金属組
織はeFe2-3Nとg’ Fe4Nの2相、あるいはg’ Fe4N単相を呈しました。

❶Arガスの供給量により表層の組織を制御

❷Ar+イオンによる加熱効果、表面クリーニン
あグおよびN拡散の促進

従来技術に比べての優位性

予想される効果・応用分野

❶表面硬化層を有する鉄鋼材料の提供

❷スパッタ成膜の前処理として複合処理化

❸非鉄金属への応用

提供できる支援方法
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 共同研究

 オーダーメード開発支援
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文献・資料

共同研究者 寺西義一（表面・化学技術グループ）

写真： N2/Arガス流量比を変化させてプラズマ窒化処理した
冷間圧延鋼板(SPCC)の金属組織

加熱温度：400 ℃ 印加電圧：200 V 処理時間：7.2 ks

プラズマ窒化後の冷間圧延鋼板の金属組織は素地はフェライトのaFe、最表面には化合
物層のeFe2-3N、内部の針状はg’Fe4Nであった。

 N2/Arガス流量比によりeFe2-3Nとg’Fe4Nの2相、あるいはg’Fe4N単相を呈していた。
流量比が小さくなると共に窒化層は厚くなった。
化合物層eFe2-3Nを有する表面硬さは約7～8GPaであった。

図： N2/Arガス流量比に対する窒化層厚さの変化


